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私たちにできること

2月22日（月）、南星中学校ボランティア委員会の運天奏さん、大城澄佳さん、
信り舎φ〈れみ みさ舎

勢理客麗美さん、宮城心咲さん、担当教諭の玉城幸平先生が本会を訪れ「必

要としている方々に提供してほしいJと、食料品を寄贈してくださいました。

同校ボランティア委員会では、昨年7月にも新型コロナウイルス感染症

の影響で不足していた子ども用マスクを手作りし本会へ寄贈してくださり、

今回二度目の活動となります。

左から、玉城幸平先生、大城澄佳さん、勢理客麗

美さん、宮城心咲さん、運天奏さん、前川毅美町

社協会長

各クラスのボランティア委員が、クラス内にフードドライブ運動のポスターを設置して4日聞かけて呼び、かけを行った

そうです。お米や缶詰類、レトルト食品、麺類などたくさんの食料品が集まり、委員会の皆さんは「先生と全校生徒みん

令和2年度

なが一つになって取り組めて嬉しかったJと笑顔で話されていました。
前川義美 町社協会長は「皆さん心が優しくてとても嬉しく思う、必要としてい

る世帯に配布し有効に活用させていただきますJとお礼を述べました。 － 
.,. ：《内.， I> 

南星中学校の皆さん、 話＇<I
f温かいお気持ちjをありがとうございました 。 低調 骨

.... 

1月29日（金）～2月26日（金）までの毎週金曜日5回コー
スで「令和2年度手話ボランティア養成講座Jを開催し、最
終日の2月26日（金）にはあわせて閉講式を行いました。
本講座は、手話を学ぶことにより、聴覚障がい者とのコミ

ュニケーションおよび陣がい者福祉への理解を深め、手話

ボランティア活動への振興を図ることを目的に毎年開催し

ています。

「職場の聴覚障がいを持つ方とコミュニケーションを取

りたいJ「もう一度学習したいJ「救急現場で活動する際、当
事者と意思疎通できるようになりたいJなど、皆さんさまざ

まな志で受講に臨んだ約一か月問。

最初は難しく不安もあったそうですが「とても楽しくわか

りやすい内容で最後まで楽しく参加できた」「ろう者の世

界が少し理解できた」と皆さんから感想がありました。

5日間お疲れさまでした

受講された8人には修了証が授与され、今後はそれぞれ

他講座の受講や手話サークルへの参加などスキルアップを

目指します。今後の活蹄が期待されます。

’社会福祉法人千尋会「嬉の里」
介護に関することなど
お気軽にご相談下さい。
吾妻語盲

・介議老人福祉施設娼の里
－纏の里 ショートステイ
・熔の皇デイサービス
惜の里臨居老介護班事業所
・特定有刺老人iii－ム Cつみ寮
－委託事業（南風原町祉協委託）
－給食サービス

ー短時間パート募集中一

-.e::-:1・盃E・!:1・・・・・・・

沖縄県南風原町字新川 538番地
TEL (098) 888-0591 
FA× （098) 889-8420 

｜ 介護支援センターとき ｜ 
入所、デイサービス利用など介痩に関することなら何でもお気軽にご潤鮫下さい。

各種事業

・居宅介健支媛
t無料介樋相般、ケアプラン作成句

．デイサービス
日箆支1量・~介直者の適所介随｝

・住宅型有料老人ホーム
｛軍司底的雰囲気の中で、利用者1人ひと
りに寄り添った介護サービスの提供）

南風原町字宮平426醤地19（北丘ハイツ内）
TEL (098) 888・0515 ホームページ：toki-Kaigo.com
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町

あたたかいことばがつなぐこころのわ
作：上村藍子さん 11歳香川県

子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願いであり、すべて

の子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望をもって未来の担い手として、個性豊

かに、たくましく育っていけるような環境・社会をつくっていくことが重要です。

子どもたちの一人一人がそれぞれの意思で新しい未来を築いて行こうとする取り組みを進めていくζと、そ

して、それを応援する環境を整備していくことも求められています。

こうした中、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年5月5日の
I fこどもの日jから1週間を「児童福祉週間（5月5日～11日）Jと定めて、児童福祉の理念の普及・啓発のための
各種行事を行っています。

女運動の項目 ” 女子育て支援の取り組み

(1）児童福祉の理念の普及

(2）家庭における親子のふれあい促進

(3）地域における児童健全育成活動の促進

(4）児童虐待への適切な対応

(5）母と子の健康づくりの促進

(6）多様化する保育需要等への対応

(7）障害のある子ども等に対する理解の促進

、
. . ,. . 

公民館等を拠点に子育

て中の親子が参加して、

親同士、子供同士の交流

を深め、安心して子育て

できる地域づくりを目的 子育てサロン

とした取り組みです。現在は新型コロナウイルス感

染予防のため、ちむぐくる館のみでの開催となって

おります。期日は不定期のため社協ホームページに

てご確認ください。

， 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4・ー・・ーーーーー・ー．．．．．・・－－－．

1 ；：.~ぷ｜ 「性教育について学びませんか？J 
講師：徳永桂子 氏（思春期保健相談士）

主催：社会福祉法人南風原町社会福祉協議会 共催：南風原町民生委員児童委員連合会

場所：南風原町総合保健福祉防災センターホール 参加費：無料 定員：40人 ※要予約

※新型コロナウイルス感染防止のため人数を制限させていただきます。

※当日はリモート（Zoom）での配信も行いますので希望者は登録をお願いします。

、J乳幼児から始める性の健康教室JI I 「子どもにどのように「性jを伝えるのかj
I I 令和3年5月11日（火）午前10時～正午 lI 令和3年5月11日（火）午後2時～4時

（参加申込：南風原町社会福祉協議会申込締切：令和3年5月6日（木）電話：（098)889-3213] 

[ li' fi み良い1：~J糸竹り利也凶と共に 『.II l 

．陸軍国B.I密室彊

(13 ：：宜野座ビル管理
代表取締役伊芸 美香

干901-1112 ：南風原町字本部461番地ー55
TEL: (098) 889-6488 

~ ;"lfJ/j・/fl(t/8・?2/,f・,111・御伽・；＇＃Iii・·~Ill鰍仰'I.fl ~

⑨博愛病院

。デイサービスセンターはくあい
南風原町字新川485-1TEL(098)889-4830 
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令
和
3
年
度
社
協
事
業
計
画
並
び

に
予
算
が

3
月
ゆ
日
の
理
事
会
を
経

て
、
お
自
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
も
「
支
え
あ
う
ま
ち
納
つ
く

り
事
業
」
及
び
「
障
が
い
者
相
談
事

業
」
に
お
い
て
、
各
小
学
校
区
に
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
｜
シ
ヤ
ル
ワ
｜
力
ー

を
引
き
続
き
配
置
し
、

「地
域
支
え
合

い
体
制
つ
く
り
事
業
」

「生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
」
「
社
会
的
孤
立
対
策
事

業
」
と
連
携
し
、
地
域
住
民
、
が
顔
の
見

え
る
つ
な
が
り
を
築
き
、
住
民
主
体

の
地
域
福
祉
活
動
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」
で
は
、
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力
、
が

不
十
分
な
方
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
援
助
を
と
お
し
て
安
心
し
て
在
宅

生
活
、
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

い
ま
す
。

令和3年5月1日

－Z

町

本
会
は
、
創
設
以
来
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
地
域
で
守
り
、
高
め

て
い
く
役
割
を
担
い
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
、
が
で
き
る
よ
う
、
町
民

の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
公
的

福
祉
の
充
実
を
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
・
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

昨
今
、
国
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

動
向
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
「
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
」
や

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実

施
」
な
ど
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

は
じ
め
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
住
民

の
主
体
的
な
参
加
、
地
域
消
つ
く
り
を

視
点
と
し
た
取
り
組
み
の
強
化
、
が
示

さ
れ
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
が
果

た
す
役
劃
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
度
末

に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
で
、
こ
れ
ま
で
住
民

が
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
支
え

あ
い

・
た
す
け
あ
い
の
活
動
は
大
き

な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
地
域
で
実

施
さ
れ
る
多
く
の
事
業
・
活
動
、
が
休

止
、
職
員
に
よ
る
訪
問
活
動
も
自
粛

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
住
民
に
お
い
て
は
、
休

業
な
ど
に
よ
る
収
入
の
減
少
や
感
染

予
防
の
た
め
在
宅
で
過
ご
す
時
聞
が

増
え
、
人
と
の
交
流
が
減
る
な
ど
、
長

期
化
し
た
自
粛
の
影
響
を
受
け
て
、

身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
な
問
題

が
新
た
に
顕
著
化
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

2
0
1
1
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
今
年
で
叩
年
の
節

目
と
な
り
、
被
災
か
ら
復
興
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
住
民
相
互
の
支
え
あ
い
・
た
す

け
あ
い
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
啓
発
を
は

じ
め
、
普
段
か
ら
地
域
で
住
民
同
士

、
が
支
え
あ
い
・
た
す
け
あ
う
関
係
治
つ

く
り
と
「
つ
な
が
り
」
の
再
構
築
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
は
、

第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
で
示
さ

れ
た
「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ

る
福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
の
実
現
に

向
け
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
・
活

動
を
推
進
し
て
お
り
、
引
き
続
き

「支

え
あ
う
ま
ち
山
つ
く
り
事
業
」
「
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
」

「社
会
的
孤
立
対

策
事
業
」
な
ど
の
実
施
を
と
お
し
て
、

制
度
で
は
対
応
し
に
く
い
課
題
解
決

に
向
け
、
開
拓
性
・
先
駆
性
・
創
造
性

の
原
点
に
立
ち
帰
り
、
町
民
の
あ
ら

ゆ
る
生
活
課
題
を
受
け
止
め
、
他
機

関
と
の
連
携
、
部
門
聞
を
横
断
し
て

解
決
を
め
ざ
す
総
合
相
談
・
生
活
支

援
体
制
の
構
築
を
図
り
、
社
協
が
使

命
と
し
て
き
た
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
日
常

生
活
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

住
民
の
生
活
の
立
て
直
し
に
必
要
な

支
援
を
関
係
機
関
・
団
体
と
も
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
主
体
が

多
様
化
す
る
な
か
、
本
会
は
、
公
共

性
・
公
益
性
と
民
間
性
を
併
せ
持
つ

地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す
る
中

核
組
織
と
し
て
、
急
速
に
深
刻
化
し

て
い
る
社
会
的
孤
立
な
ど
制
度
の
は

ざ
聞
の
問
題
に
、
町
民
、
他
機
関
協
働

に
よ
る
総
合
的
・
包
括
的
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
課
題
解
決
に
向

け
、
中
心
的
役
割
を
担
え
る
よ
う
努

め
ま
す
。

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
一
人

ひ
と
り
を
福
祉
を
切
り
拓
く
主
体
者

と
位
置
づ
け
、
常
に
住
民
主
体
の
理

念
に
基
づ
き
、
町
民
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
地
域
全
体
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え
、
話
し

合
い
、
気
づ
き
・
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
と
そ

の
基
盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

女
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
の
推
進

大
総
合
相
談
体
制
及
び
生
活
困
窮
者

支
援
の
充
実
・強
化

貴
社
協
ら
し
い
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
強
化

女
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
・
強
化

女
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
着

実
な
推
進

会
務
の
運
営

交
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

交
正
副
会
長
会
（
経
富
基
盤
強
化
会

議
）
の
開
催

食
監
査
の
実
施

女
評
議
員
・選
任
解
任
委
員
会
の
開
催

女
福
祉
基
金
運
営
委
員
会
の
開
催

連
絡
調
盤
活
動

大
町
内
福
祉
施
設
長
連
絡
会
の
開
催

公
こ
ど
も
課
、
保
健
福
祉
課
、
国
民
年

金
課
、
学
校
教
育
課
、
生
涯
学
習
文

化
課
、
産
業
振
興
課
、
住
民
環
境
課
、

町
内
小
中
学
校
と
の
連
携
強
化

女
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
等

福
祉
団
体
と
の
連
携
強
化

女
区
長
・
自
治
会
長
と
の
連
携
強
化

食
県
社
協
、
南
部
福
祉
事
務
所
と
の

連
携
強
化

会
介
護
保
険
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、

児
童
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
事
業

所
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強
化

食
商
工
会
、
観
光
協
会
、
企
業
と
の
連



令和3年5月1日

携
強
化

合

N
P
O等
市
民
活
動
団
体
と
の
連

携
強
化

はえばる社協だより

調
査
研
究
及
び
広
報
・啓
発
活
動

食
総
務
・財
政
委
員
会
の
開
催

食
企
画
・広
報
委
員
会
の
開
催

食
第
二
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
評
価

委
員
会
の
開
催

食
事
業
総
括
会
議
の
開
催

公
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業
の
実
施

O
社
境
た
よ
り
編
集
委
員
会
の
開
催

。
社
筒
だ
よ
り
「
ち
む
ぐ
く
る
」
発
行

会
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

会
第
7
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

公
地
域
福
祉
懇
到
臥
会
の
実
施

公
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
の
運
宮

食
各
種
福
祉
月
間
・
週
間
に
関
す
る

啓
発
活
動

福
祉
教
育
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

①
福
祉
教
育
の
推
進

A
M
福
祉
教
育
連
絡
会
の
開
催

カ
福
祉
教
育
推
進
事
業
助
成

み
H
教
員
等
の
情
理
教
育
研
修
会
の
開
催

食
福
祉
教
育
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

実
践
報
告
会
の
開
催

ム
H

福
祉
教
育
研
究
会
の
開
催
検
討

食
職
員
に
よ
る
福
祉
出
別
講
座
の
充
実

食
児
童
・
生
徒
の
福
祉
作
文
集
の
発

行
及
び
表
彰

2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
の
充
実

カ
叩
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

第230号（5)

f
t
 

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

。
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

O
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

oボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
盤

整
備

会
コ
｜
デ
イ
ネ

l
卜
機
能
の
充
実

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
・
更
新

食
登
録
者
の
斡
旋
、
情
報
提
供

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
N
P
O等

と
の
連
携

o
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
会
の
開
催

。
主
奪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拝
観
支
援

o
N
P
O活
動
の
支
援

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

。
民
間
福
祉
資
金
の
活
用
及
び
情
報

提
供

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
富
委

員
会
の
開
催

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機

能
の
充
実

公
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

会
防
災
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
関

す
る
啓
発
活
動

会
防
災
訓
練
へ
の
参
加

⑤
そ
の
他

み
H
M
糾
時
間
テ
レ
ビ
募
金
活
動
の
協
力

低
所
得
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

食
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

会
助
け
合
い
金
庫
貸
付
事
業
の
実
施

食
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
よ
る
年

末
激
励
金
の
支
給

会
米
券
・
商
品
券
等
の
支
給
に
よ
る

援
助

会
社
会
的
孤
立
対
策
事
業
の
実
施

。
こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り
支
援

0
学
習
支
援

o
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
運
動

O
緊
急
一
時
支
援
金
の
給
付

O
子
ど
も
食
堂
の
開
催

O
告
種
研
修
会
の
開
催
及
び
案
内

会
フ
ー
ド
パ
ン
ク
の
協
力
に
よ
る
食

料
品
提
供

高
齢
者
福
祉
に
閲
す
る
事
業

会
在
｛
毛
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

o
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
の
実
施

O
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
総
合
相
談

の
実
施

。
保
健
・
福
祉
情
報
の
収
集
及
び
広

報
・啓
発

食
介
護
予
防
等
事
業
の
実
施

O

一
般
高
齢
介
護
予
防
通
所
事
業

O
家
族
介
護
者
支
援
事
業

O
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業

O
軽
度
生
活
援
助
事
業

O
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

交
友
愛
訪
問
事
業

カ
高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

食
福
祉
機
器
貸
出
事
業
（
車
い
す
、
介
護

用
ベ
ッ
ド
、
シ
ャ
ワ
ー
ペ
ン
チ
、
他
）

女
訪
問
介
護
事
業
（
介
護
保
険
事
業
）

公
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
第

1
号
事
業
（
介

護
保
険
事
業
）

女
町
敬
老
会
行
事
へ
の
協
力

ι 
児
童
福
祉
に
閲
す
る
事
業

占
H

月
盟
小
ス
タ
ー

－横
断
幕
の
設
置

公
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
の
実
施

女
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施

O
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

O
子
育
て
講
演
会
・
講
座

o
子
育
て
サ
ポ
｜
夕
｜
連
絡
会

O
子
育
て
サ
ロ
ン
だ
よ
り
（
ち
む
ぐ

く
る
通
信
）
の
発
行

食
南
風
原
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

。
会
員
登
録
・斡
旋

O
サ
ポ
｜
夕
｜
養
成
講
座
の
開
催

O
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
養
成
講
座
の
開
催

。
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
だ
よ
り
」
の
発
行

O
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行

食
養
育
支
援
訪
問
事
業
の
実
施

公
夏
ま
つ
り
キ
ツ
ズ
パ
ー
ク
へ
の
協
力

障
が
い
（
児
）
者
福
祉
に
閲
す
る
事
業

会
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
（
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

O
居
宅
介
護
事
業

O
重
度
訪
問
介
護
事
業

o
同
行
援
護
事
業

会
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

会
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業

O
基
本
椙
談

O
地
域
移
行
支
援

O
地
域
定
着
支
援

公
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施

。
声
の
広
報
等
発
行
事
業

O
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

食
障
が
い
者
ス
ポ
レ
ク
交
流
事
業
の

開
催

食
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
協
力

食
県
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
会

へ
の
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
に
関
す
る
事
業

女
各
種
制
度
や
就
労
・
資
格
取
得
等

に
関
す
る
情
報
提
供

女
親
子
教
室
（
新
規
）

食
親
子
交
流
会
（
新
規
）

民
生
委
員
児
童
委
貝
活
動
の
強
化

促
進

食
県
外
研
修
へ
の
派
遣

福
祉
総
合
相
談
事
業
（
ふ
れ
あ
い
福

祉
相
説
室
）
の
実
施

食
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
室
の
設
置
・

運
営

o
一
般
相
談

。
専
門
相
談
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
）

食
常
勤
相
談
員
の
配
置

会
社
協
・
役
場
相
談
担
当
者
等
連
絡

会
の
開
催

食
福
祉
情
報
の
収
集

役
・職
貝
の
益
成
訓
練

食
役
員
研
修
会
の
実
施

食
役
職
員
の
県
内
一
外
研
修
会
へ
の
派
遣

食
職
員
研
修
会

食
新
入
職
員
研
修
会

女
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
｜
研
修
会



第230号（6)

女
自
主
的
勉
強
会
の
奨
励

苦
情
解
決
事
業
の
実
施

食
苦
情
受
付
担
当
者
の
配
置

食
苦
情
解
決
責
任
者
の
配
置

公
第
三
者
委
員
の
配
置

大
第
三
者
委
員
情
報
交
換
会
の
開
催

公
意
見
箱
の
設
置

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
の
推
進

食
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
の
推
進

食
日
常
的
金
銭
管
理
支
援
事
業
の
見

直
し

公
法
人
後
見
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究

はえばる社協だより

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実
施

食
生
活
課
題
の
把
握
と
情
報
共
有
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

o
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
｜
シ
ヤ
ル
ワ
｜

力
｜
の
配
置
（
各
小
学
校
区
）

O
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り

O
見
守
り
活
動
、
生
活
支
援
活
動

O
移
動
椙
談
所
の
設
置

食
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
・
運
営

o
提
供
会
員
、
依
頼
会
員
の
登
録

あ
っ
せ
ん

②
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

の
実
施

公
支
え
あ
い
・
た
す
け
あ
う
地
域
づ

く
り
事
業
の
実
施

。
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
設

置
・
運
営

令和3年5月1日

。
福
祉
協
力
員
の
委
嘱
と
活
動
支
援

O
住
民
の
。
紳
。
を
深
め
る
事
業
・
活

動
へ
の
支
援

大
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育
成

事
業
の
実
施

。
福
祉
協
力
員
養
成
講
座
の
開
催

。
地
域
づ
く
り
講
座
の
開
催

O
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

③
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

食
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置

会
社
会
資
源
開
発
に
向
け
た
活
動

食
第

一
層
協
議
体
（
町
全
体
）
へ
の
参

加
・
協
力

食
生
活
支
援
サ
ポ
1

タ

養
成
講
座

の
開
催

公
企
業
等
と
の
見
守
り
協
定
の
締
結

及
び
連
絡
会
の
開
催

④
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
推
進
事
業

公
推
進
地
区
の
指
定
と
活
動
支
援

交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
開
催

カ
組
織
・
機
能
強
化
に
向
け
た
各
種

取
り
組
み
の
実
施

各
種
福
祉
団
体
の
支
援

女
各
種
福
祉
団
体
の
育
成
（
事
務
局
）

O
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

。
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

O
町
母
子
罫
婦
福
祉
会

O
町
介
護
者
の
会
「に
じ
の
会
」

女
各
種
福
祉
団
体
へ
の
助
成

O
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

O
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

O
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

O
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

O
町
更
生
保
護
女
性
会

O
町
赤
十
字
奉
仕
団

O
手
話
サ
ー
ク
ル
「
こ
が
ね
も
り
」

O
音
訳
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

自
己
財
源
の
増
強

公
社
協
会
員
加
入
促
進

公
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

食
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
へ
の

協
力

そ
の
他
の
事
業

安
災
害
等
支
援
活
動
の
実
施
（
災
害

等
見
舞
金
の
支
給
）

カ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
管
理
運
用

女
そ
の
他
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
必

要
な
事
業内

・

何
v

［単位：干円〕
令和3年度資金収支予算書

1事業活動による収支 3.その他の活動による収支 ｜ 
収入 I 支 出

161.84911な基金積立資産取崩収入 3,25211会積立資産支出 7,713 

26,7841会サービス区分間繰入金収入 5,0541会サービス区分間繰入金支出 5.054

6.659 

5.166 

51 

4,198 

225 

出収入 ｜ 支

食会詑収入 札8001女人件資支出

公寄附金収入 1,7001食事業資支出

公経常経賀補助金収入 109.5311食事務質支出

会受託金収入 59.3441食貸付事業支出

会貸付事業等収入 2.3591食分担金支出

食事業収入 6581"1守助成金支出

会介護保険事業収入 14.0401食負担金支出

会障害福祉サービス等事業収入 7,342 

公受取利息配当金収入 90 

会その他の収入 1 

事業活動収入計（1) 199,8651事業活動支出計（2)

事業活動資金収支差額（3)= (1）ー（2)

204,9321その他の活動収入計（7) 8.3061その他の活動支出計（8) 12,767 

D.5,0671その他の活動資金収支差額（9)= （ア）一（8) ム4,461

予備資支出（10) 12,936 

支 出 ｜当期資金収支差額合計（11)= (3)+(6)+(9）・（10) ム27.526

食固定資産取得支出 4.3901前期末支払資金残高（12) 27,526 

カファイナンス・リース債務 6721当期末支払資金残高（11)+(12) 0 

の返済支出 ｜当年度予算額 235,697 

施設建備等収入計（4) 01施設整備等支出計（5) 5,0621前年度当初予算額 228.188 

施設整備等資金収支差額（6)= (4）・（5) ム5,0621比較僧減額 7,509 

｜ 2施設盤備等による収支

入収



第230号（7) はえばる社協だより 令和3年5月1日

生活のこと、子育てのこと、福組サービスに関することなど、図りごとがありましたら
お気軽に地域の民生委員・児童委員ヘご相談ください

毎年5月12日を［民生委員・児童委員の日Jと定めI～支えあう 住み 匝~判事九一ー r,.:; ＜－ー園町町

よい社会地域から～Jをキャッチフレーズlこ民生委員・児童委員の存 日＿？~！*I 軍情ー－
在について地域の住民や関係機関・団体などに理解を深めていただき、 直由民居可証福建捻

信頼関係を築いていくことを目的に、全国的に一斉に5月12日～5月18

日を［民生委員・児童委員 活動強化週間jと位置付けており、より多く

の住民に民生委員・児童委員の活動を知っていただく機会としています。

ll•;;J:四割安話調胡叫噛

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱を受け、社会福祉を推進するため活動する地域で身近な相談・支援ボラ

ンティアです。一定の区域を担当し、支援が必要な住民に対して、必要に応じた福祉サービスなどの情報提供を行うと

ともに、自らも住民の一員として、地域の福祉活動に参加しながら地域に密着した相談・支援活動に取り組んでいます。

II・球時耳間割問研＿:pi(-~.，....回，岨

・地域住民がかかえる生活上のさまざまな問題について、親身になって相談にのります0

・社会福祉の制度やサービスについて情報提供します。

・地域住民が必要に応じて福祉サービスの提供が受けられるよう行政や関係機関などと連携し調整・支援します0

・高齢者サロンなど地域の公民館（集会所）を利用した地域の福祉活動を支援します。

・児童や高齢者などに対する家庭内における虐待、あるいは不登校・ひきこもりなどの解決を図るため、地域と連携し

た福祉活動を行います。

・ひとり暮らし高齢者などの定期的な見守り活動を行います。

・活動をとおして得た問題点や改善策についてとりまとめ、必要に応じて関係機関に意見を提起します。

ll• t:t~＇~植民両岨

民生委員・児童委員には秘密を守ることが義務付けられています。住民一人ひとりの人権とプライバシーを尊重し、

秘密を保持します。

地域で生活する住民の一員として、住民からのさまざまな生活上の困りごとや心配ごと r:;.? r、
に関する相談に応じ、必要な支援が受けられるよう、地域の専門機関への「つなぎ役jとして ご~~＇：－~~刊側五
活動していただける福祉活動に興昧がある方は、ぜひお問い合わせください。 ‘：：：l面目・・l.＼・5 ト

II民畳間四 75歳未満 H六flt明白U
II開 発f訓温 与郡覇大名新川宮平兼城照屋津嘉山兼本ハイツ第一団地第二団地

｜ ［お問い合わせ］ 町祉協TEL.(098) 889-3213 聞こども諜TEL.(098) 889・7028

医療法人 正清会 理事長 与儀 英明

／ 

久 田 病 院 介護老人保健施設うりずん
就労継続支援B型事業所

精神科・心療内科 ・老年精神科 フイフサポート久田
※il2知行動療法を実施しています． 〒901-1301

〒901-1101南風原町乎：大名275喬地 与那原町字板良敷1281-1

TEL. 098-889-3206 FAX. 098-889-5311 TEL. 098-944-7000 干900-0014

URL: http://kudahp.jp/ FAX. 098-944-7003 耳目岡市総尾215・27

, E-mail : kuda-ph@tea.ocn.ne.jp E-mail urizun@eos.ocn.ne.jp TEL・ FAX. 098-867-7890 
＼ ノ＼

（ 
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令和3年5月1日 はえばる社協だより 第230号（8)

商品品犠会議会＠＠・fh~tDCiEJO
｜ 職種 給与 業務内容及び資格 ｜ 

相談員 （時給）
① 

（臨時：産休代替若干名） 1,367円
相談援助業務地域福祉担当他

※社会福祉士または精神保健福祉士資格

② 
在宅介護支援センター

（嘱託：看護師1名）
（月給） 在宅介護支援センター運営業務

（高齢者世帯訪問等）※看護師資格193,200円

m窪ヨ置普通自動車運転免許（共通） 191・ID採用日～令和4年3月31日（更新あり）
m・m午前8時30分～午後5時（月～金）土・日・祝日休み左記時間の内、7時間勤務
ml・6社会保険完備、有給休暇、通勤手当（片道2km以上～）、賞与
u・m履歴書（顔写真貼付）を郵送又は持参 E翠~南風原町社会福祉協議会（ちむぐくる館内）
Eヨ・Eヨ書類審査及び面接 ※随時選考し、決定次第募集を終了します。
お問い合わせ：南風原町社会福祉協議会 TEL. (098) 889-3213 （担当：田場） ｜ 

［ご寄附あリがりござt、まじた｜
（令和3年3月1日から3月31日まで） ｜ 

［一般寄附1
．～南風原センター通り会犠より10万円寄附～

よしかっ

3月19日（金）南風原センタ一通り会（会長城間義勝）
様より10万円の寄附をいただきました。南風原センタ一
通り会の皆さまの、心温まるこ、寄附に感謝申しよげ＼南風
原町の地域福祉推進にむけて南風原町社協事業で活用さ
せていただきます。

（写真左より）南風原センター通り会会長城間義勝様、町社

協前川義美会長、南風原センター通り会副会度下地義人様

・匿名様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50,000円

．譲藷薮諮綴（字喜屋武） … ・・……・・・ 50,000円

｛香典返し］
んざとひろき

・新里博樹様（字宮城） ・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
しんてすとかせい

故父 新里勝生様の香典返しとして
あかみ拍こうきち

・赤嶺高吉 様（字神里） ・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
あかみ相こうたろう

故父 赤嶺高太郎様の香典返しとして

団よなみね歯科クリニック
ε霊園3 包翠B
月・火・水・金 午前9:30～午後6:00 一般歯科

土 午前9:30～午後5:00 小児歯科

祝祭日 午前9:30～午後6:00 a翠3日・木
南風原町宮平59-21・1Tel 800・7005

鎧塗塑霊塑墜墜握並
置洞E主主：m要拍車］；·孤蜘ll.11~~遺伝t~I開｛Ji母国主草間四i);f1i!¥'"3

3月15日（月）琉伸会（会長新垣良光）様より本会へ、鶏肉、
ソーセージ、缶詰類の食料品が寄贈されました。贈呈式には琉

伸会の企業の中より5社の代表者が出席され、琉伸会新垣良

光会長（株式会社りゅうとう代表取締役社長）は「琉伸会を構

成する企業一つ一つが、地域の皆さまに支えられて発展する

ことができました、これからは地域貢献でお返ししていきたい

と思いますjとあいさつしました。今回寄贈された食料品は次

のとおりです。

．古郡Ji'!ll..!fJll圃民主主長吾m君llllJ，鶏周肉（2kg入り）60パック
東iもも小肉（2kg入り）60パック

·~玉三伝吾~；＞；：~]i,fi.-:il!J臥司~;u・ ビーフシチュー缶詰（330g入り ） 672缶

E白書元菅沼）ifilll＇~’－置沼田E’ ソーセージステーキ（5οOg入り）432パック

いただいた食料品は、本会で把握している経済的に困って

いる世帯、子育て中のひとり親世帯、多子世帯、一人暮らしの

高齢者世帯、見守りが必要な世帯などへお届けし、また本会で

令和元年11月から毎週水曜日に実施している「こども食堂J
の食事を調理してくださる飲食店や、毎週金晒日に子育て世

帯へ弁当を配布している町内の事業所への食材としても提供

し、有効活用させていただきました。

みやぎなおレ

（写真左より）沖縄食鶏加工（株）宮城尚志代表取締役社長、
もろみやすひで あらカ喧4結うみつ

（株）那覇ミー卜諸見康秀代表取締役社長、琉伸会会長新垣良光様、

前m義実町社協会長、琉伸会副会長主将智美様（琉球協同飼料
かかずみつひろ

（株）代表取締役社長）、（株）沖縄ホーメル嘉数光広専務取締役、
おおしろまさはる

大城正治町社協副会長

印刷／（有）サン印刷 干901-1111 南風原町兼城577 TEL.098-889-3679 


